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主論文 

Benefits of computed tomography in reducing mortality in emergency medicine. 

 

救急医療における CT使用による各疾患の死亡率低減効果 

 

 Shinya Imai, Manabu Akabane, Yuto Konishi, Tomoaki Imamura. 

Open Medicine 2018 Sep 14;13:394-401. 



論文審査の要旨 

 

コンピュータ断層撮影（CT）は救急医療において重要な役割を果たしており、

様々な疾患の死亡率低減に影響を及ぼしている可能性があるが、導入には高額

な費用を要するため、各施設での十分な検討が必要である。本研究では、各都

道府県の CT 利用率と各疾患の年齢調整死亡率について重回帰分析を行い、CT

利用率と死亡率の関連について解析し、さらに CTの収支を都道府県別に試算し

て、CT 導入の採算性についての検討、マルチスライス CT とシングルスライス

CTの収支についての比較検討を行っている。 

重回帰分析の結果、交通事故の死亡率には、CT利用率、人口密度との相関を

認め、さらに転落、溺水、窒息による外因性死亡にも、CT利用率との相関を認

めて、緊急医療における CTの利用が死亡率を低下させることを示している。ま

た、CTが救急医療のみでなく、病院経営上においても有益なことを示唆してい

る。 

CT 利用率、年齢調整死亡率、その他のデータを解析して、本邦における CT

の有用性について解析した画期的な研究であり、救急医療における有用性のみ

でなく、病院経営上の有益性も示唆している意義は極めて大きい。今後、さら

に検討すべき課題も散見され、研究のさらなる発展が期待される。本研究は、

CTの有用性について救急医療および病院経営の両面から明らかにしており、非

常に有意義な研究成果と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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